






山口でございます。
まずは全体を総括して説明いたします。

23年3月期は、部品不足の改善が進んだことで、CV・LCVともに販売台数が増加しま
した。
2月に公表した見通しに対しては、出荷台数が上回ったことに加え、堅実なアフターセー
ルスによる収益、追加の価格対応及び費用の減少により、増益となりました。

24年3月期は、CVは部品不足が改善する国内及び北米向けの販売台数の増加を見込む
一方、アセアンを中心とした一部の市場では、インフレ及び金利上昇によるマイナス影響
を見込みます。LCVはタイ国内向けの需要減を見込みます。輸出は増加するものの、
生産制約の影響を受ける見通しです。
損益につきましては、資材費・エネルギーコストの更なる上昇はありますが、VOLMIXの
改善、価格対応及び合理化推進により、過去最高の営業利益2,600億円を目指します。



23年3月期実績の全体総括です。
グローバル販売台数は、部品不足の改善を受け、CV・LCVともに22年3月期を上回り
ました。

損益につきましては、記載の通りです。

期末配当は、当期利益が見通しを上回ったため、従来予想額の36円から7円増と
なる、1株当たり43円といたします。中間配当を加えた年間配当額は、1株当たり79円
となります。



続いて、24年3月期の販売台数と損益の見通しです。
グローバル販売台数は、CVが増加する一方、LCVが減少し、全体としては23年3月期
並の販売台数を見込みます。

損益につきましては、記載の通りです。

配当は、23年3月期から1円増となる年間80円を予定いたします。



続きまして、中期経営計画の進捗状況をご説明いたします。



本中計期間の業績推移になります。

2021年の中計発表時から事業環境は大きく変化し、資材費、物流費、エネルギー
コストは歴史的水準に高騰する一方、為替は円安が大幅に進行しました。

中計最終年度となる今期についても、損益は、価格対応及び合理化活動に取り組む
ことで、中計策定時に掲げた定量目標の達成を目指します。

ROEについては、現時点の見通しでは、中計目標の12.5%に届いていないものの、
更なる増益によって達成を目指します。同時に、自社株買いについても、引き続き
検討を続けてまいります。



本中計期間の販売台数及び財務指標の推移は記載の通りです。

開発費及び設備投資については、イノベーション投資450億円を含め、合計で2,650億
円を見込んでおります。

私からは以上です。
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続きまして、23年3月期実績及び24年3月期見通しにつきまして、私、山北よりご説明
いたします。



23年3月期実績について、CVグローバル販売台数から説明いたします。

部品不足が改善したため、国内・海外ともに22年3月期を上回りました。



国内全需とシェア実績です。

普通トラックの全需は、他社影響もあり大きく減少しております。また、いすゞの
販売は、生産制約により22年3月期から減少しました。シェアは、いすゞ・
UDトラックスともに伸ばしています。

小型トラックは、生産制約が改善したことにより、販売台数・シェアともに増加
しました。



LCVグローバル販売台数です。

22年3月期と比べて部品不足が改善したことにより、タイ国内向け・輸出向けともに
増加しました。



タイLCV全需・シェア、及びLCV生産台数実績です。

全需は22年3月期から微増に留まったものの、シェアは上昇しました。
LCV生産台数は、部品不足が改善したことで、大幅に増加しました。



産業用エンジン、アフターセールスです。

産業用エンジンの出荷基数は、中国における建機需要の減速・在庫調整、及び半導体
不足により、22年3月期を下回りました。

アフターセールスの売上は、国内・海外共に順調に増加していることに加え、円安の
為替効果もあり22年3月期から大幅に増収となりました。

なお、22年3月期の売上には、UDトラックスの4月から6月の売上は含まれて
おりません。



続きまして、23年3月期の営業利益の増減分析です。

資材費、物流費、エネルギーコストは高騰したものの、円安の進行、販売台数の増加、
価格対応及び原価低減活動により、663億円の増益となりました。

為替実績は表に記載した通りでございます。

また、2月に公表した見通しを赤字の括弧内に示しております。売上変動／構成差が
60億円、価格対応が50億円上回った他、費用が71億円減少したこともあり、営業利益
は235億円見通しを上回りました。



営業利益以下の説明です。

経常利益は、営業利益2,535億円から持分法による投資損益、為替差損などを加減し、
2,699億円となりました。

当期利益は、経常利益2,699億円から投資有価証券売却損益及び固定資産売廃却損益等、
法人税等、及び非支配株主に帰属する当期純利益を加減し、1,517億円となりました。
また、ロシアの連結子会社が保有する資産について、評価損17億円を特別損失として
計上しております。



続きまして、24年3月期見通しについてご説明いたします。



CVグローバル販売台数は、金利上昇及びインフレ影響によりアジアを中心に減少を
見込むものの、半導体不足の改善により国内及び北米向けで増加を見込んでおり、
全体では先期を上回る販売台数を計画しています。



LCVグローバル販売台数です。

タイ国内向けは需要減を見込む一方、輸出向けは台数の拡大を目指します。
しかしながら、部品不足の影響により、全体では先期を下回る見通しです。



タイLCV全需及びLCV生産台数見通しです。

2023年のタイLCV全需は、ファイナンス環境の悪化により、前年を下回る見込みです。
LCVの生産台数についても、タイ国内向けの需要減、及び輸出向けの生産制約により、
先期を下回る見込みです。



産業用エンジン、アフターセールスです。

産業用エンジン出荷基数は、中国で在庫調整が一巡することに加え、半導体不足が
改善することもあり、先期を上回る出荷基数を見込みます。

アフターセールス売上は、先期は新車供給が不足する中で部品需要が大きく増えたの
に対して、今期は新車供給が回復するため一定の需要減を見込みますが、国内・海外
共に成⻑させることで、更なる増収を見込みます。



続きまして、24年3月期営業利益見通しの増減分析です。

資材費・エネルギーコストの上昇を見込むものの、VOL MIXの改善、価格対応の追加、
原価低減活動の推進により増益を目指します。

為替前提は、USドル130円、タイバーツ3.8円、オーストラリアドル90円に設定して
おります。

なお、今回より、従来の「経済変動」に該当する項目を、「資材費等の変動」として
記載しておりますが、内容に変更はございません。



営業利益以下の増減は、記載の通りでございます。

以上をもちまして、いすゞ自動車2023年3月期 決算説明を終了いたします。ご清聴
いただき、有難うございました。
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